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❸ 特集
 江戸一目図屏風の世界
❻ 市政だより
 ● 担当窓口の新設
 ● 市役所・水道局の組織変更
 ● こども手当から児童手当へ　
 ● 軽自動車税の納付
 ● 償却資産の申告
 ● 犬の登録と狂犬病予防注射
   ほか

12 ふぉと ほっと るぽ
 ● 津山さくらまつり・
  津山加茂郷フルマラソン  ほか

14 みんなのページ・ちゃい
 ● お･た･よ･り
 ● つやまっ子に贈る100冊の本
 ● きらめく津山人
 ● イラスト・絵手紙
 ● 広報クイズ　　 ほか

17 としょかん
18 こどもひろば
 ● 小学生ソフトテニス教室
 ● じどうかん

19 けんこう・そうだん
20 けいじばん
26 くらし
28 Albumあの頃の津山

　
箕み

つ
く
り作

阮げ
ん

甫ぽ

の
三
女
つ
ね
と
養
子
の
秋し

ゅ
う
へ
い坪に

は
、
奎け

い
吾ご

、
大だ

い
ろ
く六

（
後
の
大だ

い
麓ろ

く
）、

佳か

吉き
ち

、
元げ

ん
ぱ
ち八

の
４
人
の
息
子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
長
男
の
奎
吾
は
20
歳
で

亡
く
な
り
ま
す
が
、
３
人
は
留
学
の
後
、
学
者
と
な
っ
て
活
躍
し
ま
す
。

　
次
男
の
大
麓
は
、
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
に
津
山
藩
の
江
戸
上
屋
敷
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
幼
く
し
て
江
戸
幕
府
が
設
立
し
た
洋
学
の
学
校
で
あ
る
蕃
書
調

所
に
入
学
し
て
英
語
を
学
び
始
め
、わ
ず
か
９
歳
で
「
英
学
稽け

い
古こ

人
世
話
心
得
」

を
命
じ
ら
れ
、
年
上
の
生
徒
に
も
英
語
を
教
え
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
の
は
大
麓
が
11
歳
の
と
き
。
奎
吾
と
と
も
に
、
幕

府
が
派
遣
す
る
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
の
一
員
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。
留
学
生
一

行
は
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
附
属
高
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
入
学
の
わ
ず
か
２
週
間
後
に
江
戸
幕
府
崩
壊
の
知
ら
せ
が
届

き
、
志
半
ば
で
イ
ギ
リ
ス
を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
帰
国
後
、
大
学
南
校
（
後
の
東
京
大
学
）
に
出
仕
し
て
い
た
大
麓
は
、
明
治

３
年
（
１
８
７
０
）、今
度
は
明
治
政
府
か
ら
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

再
び
イ
ギ
リ
ス
の
高
校
に
入
学
し
た
大
麓
は
大
変
な
努
力
を
重
ね
、
最
初
の
学

年
末
試
験
で
は
英
語
、
数
学
、
地
学
で
１
番
の
成
績
を
収
め
ま
す
。

　
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）、
首
席
で
高
校
を
卒
業
し
た
大
麓
は
、
５
０
０
人

以
上
の
受
験
者
の
中
で
３
番
目
と
い
う
優
秀
な
成
績
で
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
合
格

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
も
合
格
し
、
そ
こ
で
数
学

を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
５
月
、
大
麓
は
２
つ
の
大
学
で
学
位
を
得
て
帰
国

し
た
後
、
東
京
大
学
理
学
部
の
教
授
に
就
任
し
、
日
本
人
で
最
初
の
数
学
教
授

と
し
て
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
の
授
業
が
英
語

で
行
わ
れ
て
い
て
、
大
麓
は
当
時
の
日
本
で
最
も
完
璧
な
英
語
を
話
せ
る
日
本

人
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
に
大
麓
が

刊
行
し
た
『
初
等
幾
何
学
教
科
書
』
は
、
日
本
に
本
格
的
な
幾
何
学
を
導
入
し

た
書
物
と
し
て
多
く
の
学
校
で
使
わ
れ「
菊
池
の
幾
何
」と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
麓
は
東
京
大
学
の
理
学
部
長
や
総
長
、
京
都
帝
国
大
学
の
総
長

な
ど
を
歴
任
し
、
明
治
34
年
（
１
９
０
１
）
に
は
桂
内
閣
の
文
部
大
臣
と
な
り
、

教
育
行
政
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）、
学
術

の
近
代
化
を
率
先
し
た
62
年
の
生
涯
を
終
え
た
の
で
し
た
。
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〜 菊池大
だいろく

麓の二度のイギリス留学 〜〜 菊池大
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麓の二度のイギリス留学 〜

▲菊池大麓




